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青
森
県
告
示
第
二
百
十
号

昭
和
五
十
年
九
月
六
日
青
森
県
告
示
第
六
百
六
十
六
号

(

漁
業
災
害
補
償
法
に
よ
る
加
入
区
の
設

定)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

｢

第
百
十
八
条
第
三
項｣

を

｢

第
百
十
八
条
第
一
項｣

に
改
め
る
。

三
中

｢

第
百
十
四
条
第
三
号｣

を

｢

第
百
十
四
条｣

に
改
め
る
。

人

事

委

員

会

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
四

(

通
勤
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

寺

尾

進

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
四

(

通
勤
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
四
四

(

通
勤
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中

｢

新
幹
線
鉄
道
等｣

の
下
に

｢

の
特
別
急
行
列
車
、
高
速
自
動
車
国
道
そ
の
他
の
交
通

機
関
等

(

以
下

｢

新
幹
線
鉄
道
等｣

と
い
う
。)

｣

を
加
え
る
。

第
八
条
第
一
項
中

｢

次
項
に
お
い
て｣

を

｢

以
下｣

に
改
め
る
。

第
八
条
の
四
第
一
号
中

｢

以
下

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額｣

を

｢

第
十
条
及
び
第
十
二

条
の
規
定
に
よ
り
新
幹
線
鉄
道
等
を
利
用
し
そ
の
利
用
に
係
る
特
別
料
金
等
を
負
担
す
る
こ
と
を
常

例
と
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
運
賃
等
相
当
額
に
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
算
出
し
た
そ
の
者
の
支

給
単
位
期
間
の
通
勤
に
要
す
る
特
別
料
金
等
の
額
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
を
支
給
単
位
期
間

の
月
数
で
除
し
て
得
た
額
。
以
下｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
の
相
当
額｣

に
、｢

、
五
万
五
千
円｣

を
｢

、
当
該
合
計
額
か
ら
五
万
五
千
円
を
減
じ
た
額
の
二
分
の
一
の
額

(

そ
の
額
が
二
万
円
を
超
え

る
と
き
は
、
二
万
円)

を
五
万
五
千
円
に
加
算
し
た
額｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

｢

、
一
箇
月
当

た
り
の
運
賃
等
相
当
額｣

を

｢

、
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
の
相
当
額｣

に
改
め
、

｢

普
通
交
通
機

関
等｣
の
下
に

｢

又
は
新
幹
線
鉄
道
等｣

を
加
え
、

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等｣

を

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
の
相
当
額
等｣

に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等

相
当
額
等｣

を

｢
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
の
相
当
額
等｣

に
改
め
る
。

第
九
条
の
二
中

｢

利
用
す
る
職
員｣

の
下
に

｢

で
あ
つ
て
そ
の
利
用
距
離
が
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
の
も
の｣

を
加
え
る
。
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( )

第
十
三
条
の
見
出
し
中

｢

通
勤
手
当
の
額｣

を

｢

特
別
料
金
等
相
当
額｣

に
改
め
、
同
条
第
一
項

中
｢

新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当
の
額｣

を

｢

条
例
第
十
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
別
料
金
等

の
額
に
相
当
す
る
額

(

以
下

｢

特
別
料
金
等
相
当
額｣

と
い
う
。)

｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削

り
、
同
条
第
三
項
中

｢

第
八
条

(

第
一
項
第
三
号
を
除
く
。)

｣

を

｢

第
七
条
及
び
第
八
条

(

第
一

項
第
三
号
を
除
く
。)

｣

に
、

｢

条
例
第
十
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
別
料
金
等
の
額
の
二

分
の
一
に
相
当
す
る
額｣

を

｢

特
別
料
金
等
相
当
額｣

に
改
め
、

｢

、

｢

価
額｣

と
あ
る
の
は

｢

価

額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額｣

と｣

を
削
り
、

｢
｢

特
別
料
金
等
の
額
の
二
分
の
一｣

を

｢
｢

特

別
料
金
等
の
額｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
号
中

｢
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等｣

を

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃

等
の
相
当
額
等｣

に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額｣

を

｢

一
箇
月
当

た
り
の
運
賃
等
の
相
当
額｣

に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
二
第
四
項
第
一
号
中

｢

普
通
交
通
機
関
等｣

の
下
に

｢

又
は
新
幹
線
鉄
道
等｣

を
、

｢

定
め
る
額

(｣

の
下
に

｢

同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
同
項
の
規
定

に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額
、｣

を
加
え
、

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等｣

を

｢

一
箇
月
当
た

り
の
運
賃
等
の
相
当
額
等｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額｣

を

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
の
相
当
額｣

に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
削
る
。

第
二
十
条
の
二
第
二
項
中

｢

普
通
交
通
機
関
等
に
係
る
通
勤
手
当｣
の
下
に

｢

又
は
条
例
第
十
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
通
勤
手
当

(

次
条
に
お
い
て

｢
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手

当｣

と
い
う
。)

｣

を
加
え
、
同
項
第
一
号
中

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等｣

を

｢

一
箇

月
当
た
り
の
運
賃
等
の
相
当
額
等｣

に
、

｢

、
一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額｣
を

｢

、
一
箇
月

当
た
り
の
運
賃
等
の
相
当
額｣

に
、

｢

普
通
交
通
機
関
等

(｣

を

｢

普
通
交
通
機
関
等
若
し
く
は
新

幹
線
鉄
道
等

(｣

に
、

｢

普
通
交
通
機
関
等)

｣

を

｢

普
通
交
通
機
関
等
又
は
新
幹
線
鉄
道
等)

｣

に
、

｢

普
通
交
通
機
関
等
に
つ
き｣

を

｢

普
通
交
通
機
関
等
若
し
く
は
新
幹
線
鉄
道
等
に
つ
き｣
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
相
当
額
等｣

を

｢

一
箇
月
当
た
り
の
運
賃
等
の

相
当
額
等｣

に
、

｢

五
万
五
千
円
に｣

を

｢

通
勤
手
当
の
額
を
支
給
単
位
期
間
の
月
数
で
除
し
て
得

た
額
に｣

に
改
め
、

｢

普
通
交
通
機
関
等｣

の
下
に

｢

若
し
く
は
新
幹
線
鉄
道
等｣

を
加
え
、
同
条

第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中

｢

前
三
項｣

を

｢

前
二
項｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
二
十
条
の
三
第
一
項
第
一
号
中

｢

新
幹
線
鉄
道
等
又
は
橋
等
に
係
る
通
勤
手
当
を｣

を

｢

新
幹

線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当
又
は
橋
等
に
係
る
通
勤
手
当
を｣

に
、

｢

当
該
新
幹
線
鉄
道
等
又
は
橋

等
に
係
る
通
勤
手
当
に｣

を

｢

当
該
新
幹
線
鉄
道
等
に
係
る
通
勤
手
当
又
は
当
該
橋
等
に
係
る
通
勤

手
当
に｣

に
改
め
る
。

附

則

(

施
行
期
日
等)

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
こ
の
規
則
の
施
行
の
日

(

以
下

｢

施
行
日｣

と
い
う
。)

の
属

す
る
月
前
の
月
か
ら
開
始
し
、
か
つ
、
施
行
日
の
属
す
る
月
以
後
の
月
を
も
っ
て
終
わ
る
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例

(

昭
和
二
十
六
年
七
月
青
森
県
条
例
第
三
十
七
号
。
以
下

｢

条
例｣

と
い

う
。)

第
十
条
第
八
項
に
規
定
す
る
支
給
単
位
期
間

(

当
該
支
給
単
位
期
間
が
二
以
上
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
支
給
単
位
期
間
の
う
ち
最
も
長
い
支
給
単
位
期
間
。
以
下

｢

特
定
支
給

単
位
期
間｣

と
い
う
。)

に
係
る
通
勤
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
職
員
で
、
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

平
成
二
十
八
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
六
十
一
号
。
以

下

｢

改
正
条
例｣

と
い
う
。)

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
条
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
算

出
さ
れ
る
そ
の
者
の
当
該
特
定
支
給
単
位
期
間
の
期
間
内
の
通
勤
手
当
の
総
額
が
改
正
条
例
第
二

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
条
例
第
十
条
の
規
定
を
適
用
す
る
と
し
た
な
ら
ば
算
出
さ
れ
る
そ
の

者
の
当
該
特
定
支
給
単
位
期
間
の
期
間
内
の
通
勤
手
当
の
総
額
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員
に

は
、
当
該
特
定
支
給
単
位
期
間
の
期
間
内
の
施
行
日
以
後
の
期
間
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
額

を
通
勤
手
当
と
し
て
支
給
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
る
職
員
に
つ
き
、
特
定
支
給
単
位
期
間
の
期
間
内

に
条
例
第
十
条
第
七
項
に
規
定
す
る
返
納
の
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
職
員
に
人
事
委
員

会
が
定
め
る
額
を
返
納
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
〇

(

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

寺

尾

進

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
〇

(

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
〇

(

期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中

｢

百
分
の
九
十
九
以
上
百
分
の
百
六
十｣

を

｢

百
分
の
九
十
六
以
上

百
分
の
百
五
十
五｣

に
、

｢
百
分
の
百
二
十
五
以
上
百
分
の
二
百｣

を

｢

百
分
の
百
二
十
二
以
上
百

分
の
百
九
十
五｣

に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

｢

百
分
の
八
十
八
以
上
百
分
の
九
十
九｣

を

｢

百
分
の
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( )

八
十
五
以
上
百
分
の
九
十
六｣

に
、

｢

百
分
の
百
十
一
以
上
百
分
の
百
二
十
五｣

を

｢

百
分
の
百
八

以
上
百
分
の
百
二
十
二｣

に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中

｢

百
分
の
七
十
七｣

を

｢

百
分
の

七
十
四
・
五｣

に
、

｢

百
分
の
九
十
七｣

を

｢

百
分
の
九
十
四
・
五｣

に
改
め
る
。

第
十
四
条
の
二
第
一
項
中

｢

百
分
の
四
十｣

を

｢

百
分
の
三
十
七
・
五｣

に
、

｢

百
分
の
五
十｣

を

｢

百
分
の
四
十
七
・
五｣

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
九

(
住
居
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

寺

尾

進

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
九

(

住
居
手
当)
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
〇
九

(

住
居
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

平
成
二
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
の
読
替
え)

第
十
一
条

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条

第
二
号
中

｢

同
条
例
第
九
条
第
一
項｣

と
あ
る
の
は
、

｢

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

(

平
成
二
十
八
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
六
十
一
号)

附
則
第
四
項
か
ら
第
六

項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第
九
条
第
一
項｣

と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
六
六

(

扶
養
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
長

寺

尾

進

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
六
六

(

扶
養
手
当)

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
六
六

(

扶
養
手
当)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

行
政
職
給
料
表
の
九
級
以
上
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員)

第
一
条
の
二

条
例
第
八
条
第
一
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
医
療
職
給
料
表
�
の

適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

行
政
職
給
料
表
の
八
級
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員)

第
二
条
の
二

条
例
第
八
条
第
三
項
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と

す
る
。

一

警
察
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
九
級
で
あ
る
も
の

二

研
究
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
る
も
の

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て

｢
(

施
行
期
日)

｣

を
付
し
、
附
則
に
次
の

二
項
を
加
え
る
。

(

平
成
二
十
八
年
改
正
条
例
附
則
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
間
の
読
替
え)

２

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
三
条
中

｢

条

例
第
九
条
第
一
項｣

と
あ
る
の
は
、

｢

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

平
成
二
十
八
年
十
二
月
青
森
県
条
例
第
六
十
一
号)

附
則
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第
九
条
第
一
項｣

と
す
る
。

(

行
政
職
給
料
表
の
八
級
以
上
の
職
員
に
相
当
す
る
職
員)

３

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(

平
成
二
十
八
年
十
二
月
青
森
県
条

例
第
六
十
一
号)

附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た
条
例
第
八
条
第
三
項
の
人
事
委

員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
と
す
る
。

一

警
察
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
九
級
で
あ
る
も
の

二

研
究
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
る
も
の

三

医
療
職
給
料
表
�
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
る
も
の

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

収

用

委

員

会

公
示
送
達

土
地
収
用
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号)

第
六
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
裁
決
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( )

(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
四
十
四
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行

書
の
正
本
を
送
達
す
る
に
当
た
り
、
土
地
収
用
法
施
行
令(

昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
二
号)

第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
同
令
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
示

送
達
を
行
う
。

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日

青
森
県
収
用
委
員
会
会
長

赤

津

重

光

一

送
達
す
べ
き
裁
決
書
の
名
称

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
七
日
付
け
裁
決
書

(

青
収
委
第
三
十
五
号)

二

送
達
を
受
け
る
べ
き
者

別
表
の
と
お
り

三

送
達
す
べ
き
書
類
の
保
管
場
所

一
の
裁
決
書
は
、
青
森
県
県
土
整
備
部
監
理
課
内
に
お
い
て
保
管
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も

そ
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四

そ
の
他

一
の
裁
決
書
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
五
日
を
も
っ
て
送
達
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

別
表
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氏
名

住
所

沖
澤
武
志
の
相
続
人

相
続
人
不
明

た
だ
し
､
最
後
の
住
所

青
森
県
三
沢
市
春
日
台
三
丁
目
１
５
４
番
地
６
３
１
号

織
笠
千
春

住
所
不
明

た
だ
し
､
住
民
票
の
住
所

埼
玉
県
八
潮
市
大
字
大
曽
根
１
０
８
番
地
１
グ
ラ
ン
デ
ィ
ー

ル
１
０
５
号

蝦
名
藤
吉
郎

住
所
不
明

た
だ
し
､
本
籍

青
森
県
上
北
郡
東
北
町
大
字
上
野
字
上
野
９
０
番
地

�
坂
幸
作
の
相
続
人

相
続
人
不
明

た
だ
し
､
最
後
の
本
籍

青
森
県
三
沢
市
本
町
一
丁
目
１
５
番
地
３
号

金
渕
ヒ
デ
子

住
所
不
明

た
だ
し
､
昭
和
４
３
年
９
月
５
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
籍

取
得
最
後
の
本
籍

青
森
県
三
沢
市
大
字
犬
落
瀬
字
古
間
木
１
４
３
番
地
１
号

(昭
和
４
４
年
８
月
１
８
日
除
籍
)

金
渕
治

住
所
不
明

た
だ
し
､
戸
籍
の
附
票
に
記
載
の
住
所

青
森
県
三
沢
市
大
字
犬
落
瀬
字
古
間
木
１
４
３
番
地
１
号

(昭
和
５
４
年
６
月
２
１
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
領
グ
ァ
ム
島

タ
ム
ニ
ン
グ
転
出
)

伊
澤
竹
光

住
所
不
明

た
だ
し
､
住
民
票
の
住
所

埼
玉
県
幸
手
市
大
字
神
明
内
２
６
番
地
１
福
田
建
設
幸
手

セ
ン
タ
ー

木
村
武
男

住
所
不
明

た
だ
し
､
戸
籍
の
附
票
の
住
所

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
新
城
五
丁
目
７
番
１
９
号
み
ど

り
荘
１
３

(平
成
１
４
年
１
０
月
１
７
日
職
権
消
除
)

立
�
ト
ミ

住
所
不
明

た
だ
し
､
戸
籍
の
附
票
に
記
載
の
住
所

青
森
県
三
沢
市
大
字
犬
落
瀬
字
古
間
木
１
５
２
番
地
１
４
８

号(昭
和
４
６
年
４
月
１
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
転
出
)

土
屋
真
美

住
所
不
明

た
だ
し
､
戸
籍
の
附
票
に
記
載
の
住
所

東
京
都
江
東
区
富
岡
二
丁
目
８
番
１
３
―
２
０
６
号

(平
成
２
７
年
５
月
２
６
日
英
国
転
出
)

三
村
ミ
ヱ

住
所
不
明

た
だ
し
､
戸
籍
の
附
票
の
住
所

東
京
都
西
多
摩
郡
福
生
町
大
字
福
生
７
８
９
番
地

(昭
和
３
９
年
１
２
月
８
日
職
権
消
除
)

山
本
高
大

住
所
不
明

た
だ
し
､
住
民
票
の
住
所

大
阪
府
東
大
阪
市
高
井
田
本
通
七
丁
目
１
番
３
３
―
５
０
０

８
号

長
根
麻
紀

住
所
不
明

た
だ
し
､
戸
籍
の
附
票
に
記
載
の
住
所

東
京
都
杉
並
区
荻
窪
五
丁
目
２
１
番
２
６
―
３
０
１
号

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
荻
窪
第
３

(平
成
１
４
年
１
０
月
８
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
転
出
)

M
O
TO
JU
K
U
N
EN
ITA

O
D
V
IN
A

(モ
ト
ジ
ュ
ク
,
ネ
ニ
タ
,

オ
ド
ヴ
ィ
ナ
)

住
所
不
明

た
だ
し
､
最
後
の
居
住
地

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
四
丁
目
４
番
２
２
５
１
室
市
営
住
宅

塩
浜
団
地
２
棟


